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様式第 3 号（第 4 条関係）  

 

 

会       議       録  

 

 

1 附属機関等の会議の名称  

   令和 6 年度  松川町資料館運営委員会  

 

2 開催日時    令和 6 年  6 月  28 日（金）    13 時 30 分～14 時 30 分  

 

3 開催場所  

   松川中央公民館えみりあ  学習室 1 

 

4 出席者氏名  

  資料館運営委員  

     米山郁子委員  間瀬重男委員  亀山勝保委員  

     北原紀子委員  米澤正幸委員  矢澤登委員   

  事務局  

     資料館長（教育長）  溝上正弘   生涯学習課長  矢沢秀子   

     文教施設係  中島裕治   米山梓  

 

5 協議事項  

   （1）令和 6 年度  事業計画（案）  

   （2）図書館・資料館  大規模改修について 

 

6 傍聴人の数  

   なし 

 

7 会議資料の名称  

   令和 6 年度  松川町資料館運営委員会資料  
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8 審議の概要  

 

 1.開会  

 2.挨拶（館長・運営委員長）  

 3.協議事項  

 （1）令和 6 年度事業計画（案）  

 ＜説明＞資料に基づき事務局より説明  

 ＜質疑＞  

 委員 A  資料館のこれからについて。町資料館で保存されている資料の中で、他にない目玉

が必要だと思う。町としては、特色である果樹園の資料を大事にしていく必要がある。

上片桐上町には共同防除のためのポンプ小屋が残っていたり、水槽が残っていたり

する。ぜひこういったものの調査や保存、管理ができるようにしていってほしい。 

 

 事務局   ぜひ検討していきたい。 

 

 委員 B  番組  時の旅人シリーズの保存は現在おこなっているか。 

 

 事務局   チャンネル・ユーの協力ですべて DVD 化を進めており、図書館・資料館でそれぞれ

保存している。図書館では貸し出しも行っている。 

 

 委員 B  そういうものを展示するのはどうか。 

 

 事務局   検討していきたい。次の世代へも引き継いでいけるようにしたい。また、果樹栽培 100

周年に集めた写真も保存してあるため、そういったものと合わせて活用したい。 

 

 委員 C  収蔵庫がすでにいっぱいだと聞く。今後どうするか考えているか。 

 

 事務局   今後資料をデジタル化したとしても現物は残す必要があるが、まだ保存場所を具体

的に考えられていない。収蔵場所にいいところがあればと思うが、収蔵品も複数あるも

のは一つにするなど、生理も必要だと考えている。 

 

 委員 C  古いから価値があるという事ではないと思う。どういうものを残すかが大切。資料館は興

味のある人にとってはいいがそうでない人の興味をそそるような後方についても考えて

ほしい。 

 

 委員 D  歴史とともに物が増えていくのが資料館。近隣では建て替えを行っているところもある。

議会でも独自の資料館が必要ではないかとの話もある。そういう提案をしてもらうのも

この会の役目とも思う。 
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 事務局   将来的にはそういった方向に進んでいくことが一番の理想。また議会の皆さんにも後

押しをお願いしたい。 

 

 委員 D  だんだんとそういう提案もしていきたいと考えている。 

 

 

 （2）図書館・資料館  大規模改修について 

 ＜説明＞資料に基づき事務局より説明  

 ＜質疑＞  

 委員 E  現在工事を進めているが、安全面に問題はないか。 

 

 事務局   業者には安全面に十分配慮するよう伝えている。問題ない。 

 

 委員 E  放課後の子どもたちへの影響や児童館への通路の確保などはどうか。 

 

 事務局   安全にできている。 

 

 

 

 4.閉会  

 

以上  

 


